
 

 

 

カテゴリー：複素数>>複素数と図形 
解答は２次元コードからウェブページにアクセスして確認してください． 
２次元コードには，解答ウェブページへのリンクも設定しています。 
 

(1) 𝛼𝛼 = 2 + 𝑖𝑖とする．複素平面において，点𝛼𝛼を原点を中心として反時計回りに𝜋𝜋
6
回転した点を表す複素数 

𝛽𝛽と，時計回りに𝜋𝜋
4
回転した点を表す複素数𝛾𝛾を求めよ． 

 
 

(2)  𝛼𝛼 = 1 + 3𝑖𝑖，𝛽𝛽 = 4 + 2𝑖𝑖とする．複素平面において，点𝛼𝛼と点𝛽𝛽を結ぶ線分を2: 1に内分する点の複素数 
𝛾𝛾1，3: 2に外分する点の複素数𝛾𝛾2，1: 3に外分する点の複素数𝛾𝛾3を求めよ． 

 
 

(3) 𝛼𝛼 = 3 + 𝑖𝑖，𝛽𝛽 = 1 + 2𝑖𝑖とする．複素平面において，点𝛽𝛽を原点と点𝛼𝛼を通る直線に関して対称移動した
点の複素数𝛾𝛾を求めよ． 

 
 

(4) 𝛼𝛼 = 1 + 2𝑖𝑖，𝛽𝛽 = 4 + 3𝑖𝑖とする．複素平面において，点𝛼𝛼を原点と点𝛽𝛽の２点を通る直線の方程式の一
般形（𝛾̅𝛾𝑧𝑧 + 𝛾𝛾𝑧𝑧̅ + 𝑐𝑐 = 0，𝛾𝛾は複素数，𝑐𝑐は実数）を求めよ． 

 
 

(5) 複素平面において，直線(4 + 3𝑖𝑖)𝑧𝑧 − (4− 3𝑖𝑖)𝑧𝑧̅ − 24𝑖𝑖 = 0の実軸（𝑥𝑥軸）との交点𝛼𝛼と虚軸（𝑦𝑦軸）との
交点𝛽𝛽を求めよ． 

 
 

(6)𝛼𝛼 = 2 + 5𝑖𝑖，𝛽𝛽 = 3𝑖𝑖，𝛾𝛾 = 6 + 3𝑖𝑖とする．複素平面において，点𝛼𝛼，点𝛽𝛽，点𝛾𝛾の３点から等しい距離の
点に対応する複素数𝜔𝜔を求めよ． 
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